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一

、

撰

著

碩
園
先
生
著
述
目
録

二

、

編

著

左
に
記
載
す
る
っ
t
J

こ
ろ
の
目
鎌
は
、
西
村
家
に
現
存
せ
る
逍
紺
遣
穆
に
つ
ぎ
て
、
之
を
類
次
せ
し
も
の
な
る
が
、
聞

くマ
J

こ
ろ
に
依
れ
げ
、
先
生
早
年
の
醤
稿
散
侠
せ
し
も
の
勘
か
ら
す
さ
0

さ
れ
ば
是
の
録
は
未
だ
以
て
先
生
著
述
の

全
を
叢
く
せ
る
マ
J

は
謂
ふ
べ
か
ら
す
0

編
者
識
す
。

一
、
南
島
偉
功
博
一
巻
明
治
一
二
十
二
年
六
月
印
行

二
、
日
本
宋
學
史
一
巻
明
治
四
十
一
一
年
九
月
印
行

明
治
四
十
三
年
三
月
名
古
屋

三

、

尾

張

敬

公

云

3

開
府
三
百
年
雙
念
會
叩
行

四
、
懐
懐
堂
考
二
巻

□闘
麟
冨
聾
＂
印
行

五
、
學
界
俸
人
一
巻
明
治
四
十
四
年
一
月
印
行

六
、
繹
本
琵
琶
記
一
冊
大
正
二
年
六
月

七
、
屈
原
賦
説
一
冊
未
刊

八
、
屈
原
博
考
秤
一
冊
未
刊

九
、
尚
害
異
讀
一
冊
未
刊

孔
博
祭
博
及
消
偏
江
磐
、
段
玉
裁
、
王
引
之
、
孫
星
術
、

黄
式
三
、
皮
錫
瑞
、
王
先
謙
、
奥
汝
綸
等
に
至
る
ま
で
の

諸
偏
の
異
讀
を
明
か
に
せ
ら
れ
、
間
々
附
す
る
に
按
語
を

以
て
せ
ら
る
。

1
0
、
肉
書
文
義
三
巻
初
藁
未
刊

初
肉
書
論
文
A
f
J

題
せ
ら
れ
、
後
文
義

Jゞ

改
め
ら
る
0

博
＜
皇

漢
學
者
の
説
に
渉
り
て
、
其
の
精
粋
を
採
，
り
、
前
書
の
文

'
t
J

義
さ
を
説
か
れ
た
る
も
の
な
り
。

―
一
、
論
語
集
秤
自
學
而
至
泰
伯
第
八
章
未
刊

首
に
集
秤
を
學
げ
、
次
に
折
中
奏
看
異
説
私
案
の
四
目
を

立
て
、
其
の
足
ら
ざ
る
マ
J

こ
ろ
を
補
は
る
。

一
、
赤
穂
義
士
賓
話
重
野
先
生

n演
門
人
四
村
時
彦
編
述

二
、
今
古
歌
話
細
岬
虹
麟
合
編
明
治
三
十
九
年
十
月
硲
行

三
、
儒
文
源
委
二
巻
未
刊

四

、

同

附

録

二

倦

未

刊

詢―――九



上

怨

史
記
儒
林
博
自
序
、
同
博
序
、
前
漢
害
儒
林
博
叙
偵
、
同
博

序
、
同
博
賛
、
後
漢
害
儒
林
博
序
論
、
晋
壽
儒
林
博
序
論
、

同
博
論
賛
‘
梁
書
儒
林
博
序
論
、
同
偵
論
賛
、
陳
書
儒
林

博
序
論
、
同
偵
論
賛
魏
背
低
林
偵
序
論
、
同
偵
論
賛
、
北

齊
胡
偏
林
博
序
論
、
同
博
論
賛
、
周
書
憐
林
博
序
論
、
同
博

論
賛
、
南
史
偏
林
博
論
賛
、
北
史
儒
林
博
序
、
同
博
後
論
、

附
苦
佐
林
偵
序
論
、
同
博
後
論
腐
唐
書
個
私
偵
序
論
、
同

偵
賛
、
唐
害
儒
學
俯
序
論
、
唐
苫
咬
助
博
賛
、
宋
史
道
學

偵
序
論
、
元
史
儲
學
偵
序
論
、
叫
史
個
林
博
序
論
、

下

怨

後
漢
書
文
苑
博
賛
、
晉
書
文
苑
博
序
論
、
同
博
論
賛
、
槃

背
文
學
偵
序
論
、
同
偵
論
賛
、
陳
書
文
學
偵
序
論
、
同
博

論
賛
、
魏
書
文
苑
他
序
論
、
同
偵
論
賛
、
北
齊
害
文
苑
博

序
論
、
同
偵
論
賛
、
南
史
文
學
偵
序
論
、
同
偵
後
論
、
北

史
文
苑
偵
序
論
、
同
偵
後
論
、
隋
書
文
學
博
序
論
、
同
博

後
論
、
桓
贔
籍
文
苑
偲
序
論
、
同
偵
賛
、
唐
粛
文
藝
博
序

論
、
唐
書
杜
甫
博
賛
、
宋
史
文
苑
偲
序
論
、
遼
史
文
界
俯

序
論
、
同
博
上
篇
後
論
、
同
偵
下
篇
後
論
、
金
史
文
藝
他

序
論
、
同
博
賛
、
明
史
文
苑
博
序
論
、

上
巻
附
鎌

漠
書
森
妥
志
穂
序
．
六
藝
各
序
、
僅
家
序
附
書
経
藉
志
穂
序
、
紐

各
序
、
正
史
序
、
偉
家
序
五
経
正
義
各
序

下
怨
附
鎌

漠
書
藝
文
志
詮
賦
序
附
書
経
籍
志
楚
僻
児
別
集
庁
、
総
集
序
、
集

後
序
説
文
序
、
重
修
設
文
序
、
文
選
序
、
雨
洸
文
類
序
、

吝
怨
英
華
序
、
唐
文
粋
序
、
全
唐
文
序
、
遼
文
存
序
、
唐

文
粋
補
逍
序
、
宋
文
究
序
、
金
文
最
序
、
元
文
類
序
、
元
文

選
序
、
明
文
案
序
、
眺
椿
消
文
鎌
序
、

五
、
楚
僻
蘭
説
一
冊

六

、

経

子

簡

編

一

冊

七

、

同

補

注

一

冊

八
、
天
囚
曲
話
一
冊

九
、
藝
文
談
費
一
冊

．
詩
間
（
漁
洋
老
人
公
＂
）
、
宣
僻
考
．
昏
僻
考
．
桐
城
派
師
友
淵
源
考

―
―
-
、
講
義
底
稿

一
、
講
案
一
冊
大
正
九
年
九
月

二
、
駁
文
引
例
一
冊

三
、
文
章
本
原
一
冊

曲
四

0



六

、

講

演

一
、
天
囚
論
文

二
、
論
文
（
新
聞
論
説
）

三
、
同

四
、
大
衝
突
論

五

、

論

文

一
、
碩
園
文
稿
十
三
冊

二
、
碩
園
詩
稿
一
冊

三
、
江
洩
遡
洞
録

四
、
天
囚
遊
草

五
、
嗜
傲
遊
草

四

、

逍

稿

四
、
消
朝
文
派
一
冊

五
、
漢
文
慨
別
柴
説
三
冊

六
、
漠
文
総
説
草
稿
一
冊

七
、
僻
章
論
墨
―
―
怨
同
補
一
怨
上
巻
侠

八
、
中
庸
解
願
稿

自
明
治
十
七
年
至
大
正
十
一
↓
年
（
明

治
十
九
二
十
雨
年
文
稿
殻
伏
）

明
治
三
十
一
年

呵
治
二
十
七
八
年
中
所
作

自
明
治
三
十
七
年
至
同
一
二
十
八
年
・

自
明
治
＝
二
十
九
年
至
同
四
十
年

戴
四

紀

行

八

種

禍
島
中
佐
輩
騎
遠
征
録

征

消

戦

記

天

囚

雑

纂
入

、

雑

著

一
組
井
南
渓
―
―
組
井
昭
陽
三
原
古
虞
四
古

田

平

陽

五

村

上

佛

山

朝

H
新
聞
所
戚

一
脳
瀬
淡
窓
二
炭
瀬
旭
荘

明

治

四

+

]

年

二

月

朝

H
新
聞
所
載

五
5
井
少
琴
一
一
原
釆
頚
＝
―
-
高
椒
元
陽

朝

H
新
開
所
載

明
治
四
十
四
年

一
、
國
民
逍
徳
の
大
本

二
、
朱
子
學
派
の
史
學

三
、
大
阪
の
威
厳

四
、
懐
徳
堂
の
由
束

Jゞ

荊
末

五
、
数
育
勅
語
下
賜
三
十
年
記
念
講
演
迷
記

六

、

精

岬

振

作

の

詔

害

を

捧

讀

し

て

大

正

十

一

一

年

七
、
博
記
年
譜

一
、
異
彩
ァ
ル
卑
者

二
、
魯
門
之
二
巖

111
、
編
門
三
女
傑

四
、
二
洲
先
生
年
譜
藁

五
、
浪
華
益
人
界

六
、
木
村
巽
齋
事
略

朝

H
新
開
所
載

明
治
二
十
六
年

明
治
二
十
七
年
征
土
徊
戦
報
所
載

詔
箪
憚
記
紀
，
灯
琵
琶
歌
自
明
治
一
二
十
五
年

七
月
至
朋
治
三
十
九
年
五
月

同
年
同
年

大
正
五
年

大
正
八
年



初観桃狂金山古天天

楓山

の の

囚

裸
囚

雑英分
陵

勝

昔檄記人概衣雄文文

九

、

裸

文

笠

畦

没

鎌

但

歌

評

註

杭

州

紀

行

都

の

春

風

老

娼

物

語

北

國

物

語

麟
贔
武
石
浩
波

郷

語

注

芳
烈
公
手
腐
四
書
考

同 同明
治
二
十
五
年
二
月
桃
谷
小
説
即
載

同 同 同 明
治
二
十
七
八
年
中
所
作

筆
す
さ
び
十
種
ノ
一

東
北
方
面
漫
遊
紀
行

一
、
屑
足
の
籠

二
、
奴
隷
世
界

三
、
居
洒
届
之
娘

四
、
小
夜
物
語

五

、

鴛

徳

六

、

御

身

代

七
＂
烈
婦
阿
六

入

、

酷

奴

俺

九

、

天

目

山

I
O
、

鬼

武

蔵

―
一
、
烈
婦
ぉ
六
偵

ー
ニ
、
血
刀
之
記

――
-

I

、

薩

廉

嵐

一
四
、
謹
認
麟
島
内
裏
の
巻

評
オ +

、

小

説

門

司

Jゞ

佐

賀
肥

前

豊

前

後後

豊肥ょ
拇

多り 湖
匹

同 同 同 同 同 明
治
二
十
一
年
十
二
月

明
治
二
十
二
年
九
月
小
説
無
盆
蔵
所
戟

町
治
二
十
一
年
四
月

筆
す
さ
ぴ
十
腫
ノ
一

明
治
二
十
四
年
四
月
躙
花
潟
所
載

同明
治
二
十
四
年
十
二
月

明
治
二
十
豆
年
二
月
桃
谷
小
説
所
載

明
治
二
十
年



碩

園

裸

記

小
天
地
閣
私
記

二
冊

小
天
地
閣
裸
孜

戊

午

沿

夏

鎌

梧
桐
夜
雨
棲
漫
筆

天

囚

奄

茶

話

十

二

、

紗

鎌

十
一
、
随
筆
・

ニニニニニー―---
四三ニー 0九八七六五冒ヽヽ、、、、、、、
乞女博義深浮狐無天式

人

逍

兒王等諏木人師箭縁中

弓文突人山浪法鏃

大
正
戊
巾
一
月
以
降

壬
子
夏

同 同 同同 同 固 大
阪
公
論
所
載

同固

査

料

雑

綴

七

冊

敬

公

査

料

一

冊

宋

學

淵

源

研

究

一

冊

屈

原

賦

説

脊

社

一

冊

先

師

行

朕

査

料

一

冊

小
天
地
閣
維
記
＂
、
戊
應
塁
時

沌
田
倣
覗
宋
元
査
治
通
鑑
評
語

荊
川
文
編
紗
録
評
語

典

瞬

文

字

臥

讀

坐

抄

設

書

紀

抄

論

文

詩

記

諒

説

手

藁

詩

話

中

論

文

餌底繰

十
三
、
研
究
資
料

欝
四
h
-

錦犬

録具



書

楚
僻
正
文

名

一
、
家
蔵
楚
辟
害
目
一
冊

二
、
選
本

H
録

一

冊

三
、
小
説
偲
奇
目
録
一
冊

其
冊

敷

一

編

著

者

一

刊

年

一

備

二

川

田

監

山

校

刻

雨

和

入

、

入

月

有

紀

徳

民

序

故
碩
園
先
生
奮
蔵
楚
僻
類
書
目

先
生
そ
の
書
室
に
、
倫
曲
園
の
筆
に
成
れ
る
讀
騒
麻
の
届
額
を
掲
げ
ら
れ
し
が
、
晩
年
力
を
窮
め
て
、
楚
騒
類
の
書

を
蒐
集
せ
ら
れ
、
北
〈
の
抄
出
に
係
る
も
の
を
加
ふ
る

Jゞ

き
は
、
其
の
敷
、
百
種
を
超
ゆ
c
盛
な
り
、
t
J

い
ふ
ぺ
し
0

今
家

蔵
臓
書
目
録
よ
り
、
楚
僻
類
書
目
を
抄
出
し
て
、
以
て
先
生
が
書
を
嗜
み
た
ま
ふ
の
深
ぎ
を
偲
ば
ん
0

但
編
著
者
の

名
、
其
の
謡
渓
な
る
を
疑
は
し
む
る
も
の
駁
四
ぁ
b°

今
、
書
東
京
に
現
存
し
、
校
正
す
る
に
由
な
け
れ
ば
、
姑
く

字
傍
に
黙
を
附
し
て
、
疑
を
存
す
0

編
者
識
す
。

手

帖

敷

十

冊

十
五
、

EI

，記'

十
四
、
目
録
索
引

四
、
弾
洞
小
説
目
鎌
一
冊

五

、

曲

目

索

引

一

冊

霞
四
四

考


